
令和５年度

日立市総合教育会議
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令和 ５年 1２月 １日



２

議題１ 日立市教育大綱の改訂について

議題２ 未来を拓く資質・能力の育成について



１ 日立市教育大綱の改訂について

議 題
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1 教育大綱の改訂に係る基本的な考え方（1）

(2) 基本理念：未来を拓く人づくり

(1) 「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」に基づき、本市が目指す
教育の基本的な考え方を示す総合的な施策の大綱を市長が定める。

情報技術の急速な進展や人口減少など、変化の激しい時代の中で、多様な人々と協働し
ながら、新たな価値を創造し、夢に向かって、未来を拓く人材の育成が求められています。

本市の学校教育では、ものづくりのまちとして発展してきた歴史や伝統を学び、郷土へ
の愛着を深めながら、グローバルに活躍できるための基礎を育みます。

また、人生１００年時代を健康で、より豊かに生きていくために、生涯にわたって学ぶ
ことのできる環境づくりを目指します。

４



(3) 教育の基本となる内容には普遍性があることから、柱となる部分（骨子）
については、現行の大綱を継続する。

(4) 近年の教育を取り巻く環境の変化等を踏まえ、内容の一部を修正する。

(5) 教育に関する計画との整合を図る。

(6) 計画期間：令和５年度から令和９年度まで

1 教育大綱の改訂に係る基本的な考え方（2）

５



人づくり・まちづくり
そしてみんなの幸せづくり

まちづくりは「人づくり」であり、人づくりは「未来づくり」。

ひたちらしさを活かした教育で、大きな可能性を伸ばしたい。

まち全体で、子どもたちの笑顔と元気を育みます。

２

６



２-１ ３つの柱

家族が好き ～愛情を感じながら、健やかに育つ～

学校が好き ～なりたい自分を夢見て、主体的に学ぶ～

ひたちが好き ～まちのいいところを発見して、未来を描こう～

７



家族が好き
～愛情を感じながら、健やかに育つ～

２-２ ３つの柱①

安心して子育てができる環境を整え、子どもの健やかな

心と体を育む家庭の教育力の向上を目指します。

８



学校が好き
～なりたい自分を夢見て、主体的に学ぶ～

夢や希望をもち、グローバル化や技術革新の進む時代を

生き抜くための確かな学力を育む教育を目指します。

◆ 友だちが好き 【みんなと一緒だから、毎日が楽しい】

◆ 先生が好き 【愛情と熱意があふれる、授業は楽しい】

お互いが認め合い、未来への夢を描くことができる子どもたちを育てます。

生き生きと充実して、先生が子どもたちに向き合うことができる環境を整えます。

２-３ ３つの柱②

◆ 自分が好き 【自分の可能性を信じて、夢を描くことは楽しい】

子どもたち一人一人が持つよさや可能性を見出し、伸ばすことができる教育を

目指します。

９



ひたちが好き
～まちのいいところを発見して、未来を描こう～

海と山に恵まれた豊かな自然、歴史や伝統・文化など、

ひたちのルーツを学び、郷土を誇りに思う教育を目指します。

２-４ ３つの柱③

10



３-1 施策の方向性 ～推進テーマ～

１ 学ぶ 夢みる そして輝く【学校教育】

２ 自分らしく笑涯（しょうがい）輝く【生涯学習】

３ スポーツでつながる 元気、感動、輝く笑顔【スポーツ】

「基本理念」の実現を目指して、日立市として重点的に取り組む「施策の方向性（推進
テーマ）」を示します。

子どもたちが変化の激しい社会を生き抜き、豊かな人生を送るために必要な「生きる力」
を育成することを基本とします。

持続可能な社会の創り手となる子どもたちの大きな可能性を見出し、伸ばしていくため、
これまで行ってきた教育に加え、デジタル化や環境教育を推進します。

「ひたちらしさ」を活かし、コミュニティ等との連携のもと、未来を拓く人材を育成する
とともに、豊かな文化を育みます。
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〇
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〇



３-２ 施策の方向性 学ぶ 夢みる そして輝く【学校教育】

学校が安全で子どもたちが笑顔でいられるとともに、教職員が子ども一人一人に寄り添い、可能性
を十分に引き出すことで、子どもたちが未来の社会の発展・充実に向けて大きくはばたき、心豊かで
充実した幸せな人生を送ることができる人づくりと、『教育は日立市で！』と思われる教育を目指し
ます。

施策の６つの柱
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３-２ 施策の方向性 学ぶ 夢みる そして輝く【学校教育】
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施策の６つの柱



市民一人一人が、笑顔で、生涯を通じていきいきと学び続け、豊かで生きがいのある

暮らしを送るとともに、学びを地域社会に還元しつつ自分らしく活躍でき、本市の歴史

や文化をいかして豊かに暮らせる『いつでも どこでも だれでも まなびあう』まち

づくりを目指します。

３-３ 施策の方向性 自分らしく 笑涯（しょうがい）輝く【生涯学習】
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施策の３つの柱



３-４ 施策の方向性 スポーツでつながる 元気、感動、輝く笑顔【スポーツ】

スポーツは、体力の向上や健康増進をもたらすだけでなく、人々を『笑顔』にし、時には

『感動』を与え、地域の活性化に良い影響を与えるものです。市民が身近な場所で楽しく

スポーツに親しみ、『元気』に生きがいを持って暮らせる環境づくりを進めるとともに、

スポーツイベント等の開催による交流人口の拡大など、『スポーツを活用したまちおこし』

を目指します。
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施策の４つの柱



人は一生学び続けるもの。

文化や芸術、スポーツなどに親しみながら、

市民一人ひとりが輝くための「教育」を応援します。

３-５ 教育への思い
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議 題
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２ 未来を拓く資質・能力の育成について



２ Ⅰ グローバル社会を生きる子どもたちに必要な教育の推進
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（１） 情報や考えなどを積極的に発信し、「聞く」「話す」「読む」「書く」

の４技能を活用したコミュニケーション活動の充実

（２） 自国の歴史や文化などの理解を深める機会の充実

（３） 英語教育の充実



２ Ⅰ グローバル社会を生きる子どもたちに必要な教育の推進
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本市における英語教育の推進

小中（高）の学びを円滑に接続させ、「英語を使って何ができるよ

うになるか」という観点での教育を実施する。

自分の考えや気持ちなどを簡単な英語で伝えたり、相手の考えや

気持ちを理解し、受け答えする言語活動を授業に取り入れ、主体的

なコミュニケーション力を育成する。



２ Ⅰ グローバル社会を生きる子どもたちに必要な教育の推進
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小学校１・２年生

♦目標 英語に触れたり親しんだりする

♦ALT活用 朝の会等で１５分×９回

♦目指す姿 ・あいさつや歌、絵本の読み聞かせ等で、英語特有の音や

リズムに親しむ。

・ネイティブの発音や発話を真似ようとする。

・いろいろな国の人に興味を持ち、主体的にコミュニケ

ーションを図る。



２ Ⅰ グローバル社会を生きる子どもたちに必要な教育の推進

20

小学校３・４年生

♦目標 コミュニケーションを図る素地となる資質・能力の育成

♦ALT活用 年間３５時間

♦目指す姿 ・身振りや表情、ジェスチャーなどを交えながら、簡単な

語句や基本的な表現を用いて、自分の考えや気持ちな

どを伝える。

・ALTを通して言語やその背景にある文化に対する理解

を深め、相手に配慮しながら、コミュニケーションを図る。



２ Ⅰ グローバル社会を生きる子どもたちに必要な教育の推進
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小学校５・６年生

♦目標 コミュニケーションを図る基礎となる資質・能力の育成

♦ALT活用 年間７０時間

♦目指す姿 ・日常生活に関する身近で簡単な事柄について、簡単な

語句や基本的な表現を用いて、自分の考えや気持ちな

どを伝える。

・ALTを通して外国語の背景にある文化に対する理解を

深め、他者に配慮しながら、コミュニケーションを図る。



２ Ⅰ グローバル社会を生きる子どもたちに必要な教育の推進
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金沢小学校と仲町小学校の授業での

ALTによるコミュニケーション力育成の

様子などをご覧ください。



２ Ⅱ ＩＣＴ機器を活用した効果的な学習の実践
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黒板と電子黒板それぞれの特長を生かした使い分け

♦黒板 ・静的な表示
♦電子黒板 ・写真や資料を瞬時に拡大表示できる。

・映像、アニメーションなど動きがあるものを表現
できる。（動的な表示）
・教材にマーキングや補足説明などを直接画面に書き
込むことができる。
・タッチ操作により、拡大や移動をすることができる。
・提示されたものを保存しておき、後で再び見るこ
とができる。



２ Ⅱ ＩＣＴ機器を活用した効果的な学習の実践
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デジタル教科書を使用した電子黒板の活用に

ついて、実演します。
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本日は、令和５年度日立市総合教育会議に

ご出席いただきありがとうございました。


